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JICA 教師研修 学習指導案・授業実践報告書 

【実践者】 

【実践概要】 

1. 実践する教科：国語科  

 領域（内容のまとまり）：思考力・判断力・表現力（B 書くこと） 

2. 単元(活動)名：SDGs 未来都市根羽村をどのように実現するべきか 

  ～プレゼンテーションの説明文を書く～ 

3. 授業テーマ（タイトル）と単元目標 

授業テーマ：論理的に考える力 や共感したり想像し たりする力を養い，社会生活における人との関わり

の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする 

 単元の目標 

（１）知識及び技能 

ア 言葉には，相手の 行動を促す働きがあることに気付くことができる。 

エ 抽象的な概念を表す語句の量を増すと ともに，類義語と対 義語，同音異義語や 多義的な意味を

表す 語句などについて理解し，話や文章の中で使うことを通して， 語感を磨き語彙を豊 かにする

ことができる。 

（２）思考力・判断力・表現力 

書くこと B－ウ  

根拠の適切さを考 えて説明や具体例を加えたり，表現の効果を考えて描写したりするなど，自分の考

えが伝わる文章に なるように工夫することができる 

4. 単 元 の

評価規準 

①知識及び技

能 

 両極端な意見の言葉ではなく、歩み寄るための言葉に相手の行動を促す

働きがあることに気づくことができる。 

「共存」と「共生」という２つの類義語の違いを明確に理解し、適切に使

うことができる。 

②思考力、判

断力、表現力

等 

「共存」と「共生」の違いについて具体的な例を挙げて説明する文章を書

くことができる。 

③主体的に学

習に向かう態

度 

「共存」と「共生」の意味用法の違いを理解し、進んで説明する文章を書

こうとしている。対義語・類義語・多義語について学習した生徒達が、「共

存」と「共生」の違いを説明する文章を書く場面で、森林と人間が共に関

わり合って生きている事を取り入れながら、より適切な方を選択して具体

的な例を挙げながら説明しようとする。 

氏名 下井 慈 学校名 長野県 

根羽村立義務教育学校根羽学園 

担当教科等 国語科 対象学年（人数）   中学 2年（ 3名） 

実践年月日もしくは期間（時数） 令和 4年 10月 19日（水）第 3校時 10：40～11:30 

単元展開の第 4時を公開 
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5. 単元設定

の理由・単元

の意義 

 

（児童 /生徒

観、教材観、

指導観） 

【単元設定の理由】 

 新しい言葉を知っても、辞書的な意味の理解で留まっている生徒に、「共存」と「共生」と

いう２つの類義語の使われ方の違いを、社会の出来事と結びつけて具体的に考えることによ

り、言葉の意味を明確に理解し、適切に使えるようになると考え、本単元を設定した。 

【単元の意義】 

 SDGs 未来都市に認定され、持続可能な村づくりを始めた根羽村において、自然との共生、

多文化異文化圏の人々との共生、世代間のある人々との共生について深く考え、自分事とし

て捉えて行動していく力は、根羽村に育つ子どもたちが身につけていくべき重要な力である。 

【児童／生徒観】 

 自然豊かな村で育つ生徒にとって、多くの山々、美しい水が流れる川があることが誇らし

く、この環境を守っていきたいという思いを、当たり前のように持っている。逆に言えば「自

然と共生する」「生き物と共存する」ということの難しさや世界的・今日的課題には気づきに

くい。また、自然や環境を守る事が、「村のため」という狭い視野に留まりがちである。 

【指導観】 

上記のような生徒に対して、SDGs 未来として根羽村が取り組んでいこうとしていること

を理解したり、自然と人間が「共存」「共生」していくために、日本や世界で取り組まれてい

ること調べたりする中で、より広い視野から「共存」や「共生」について捉え、適切に使え

るようになってほしい。 

 

6. 単元計画（全 7 時間）  

 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など 

１ SDGs 未来都

市てって何？ 

単元の目標を明確にで

きる。 

①根羽村がSDGs未来都市に選ばれた新

聞記事を読み、感想を伝え合う。 

②根羽村が作成した提案書を読み、根羽

村が未来のために森林を守ることと脱

酸素社会を実現しようとしていること

を知る。 

③根羽村の一員として、自分には何がで

きるか考え、プレゼンテーションをする

という学習活動のゴールを伝える。 

新聞記事 

根羽村の提案

書 
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森林と人間の

関係は、「共

存」か「共生」

なのか。 

森林が失われていく理

由やそれによる影響を、

説明文から読み取り、森

林が文明を守る生命線

だと理解できる。 

①説明文「モアイは語るー地球の未来」

を読む。 

②森林はどのように失われていったか

読み取る。 

③森林が失われたことで人々にどのよ

うな影響があったか読み取る。 

④森林と人間は「共存」するとあらわす

べきか、「共生」すると表すべきか、根拠

をもって説明する。 

説明文「モア

イは語るー地

球の未来」 
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森林を守る事

と脱炭素社会

の実現は両立

できるか。 

根羽村が目指している

森林を守ることと、脱炭

素社会の実現は、両立で

きるかどうかという問

に対して自分の考えを

持ち、立場を明らかにし

て説明することができ

る。 

①丸森町の人々が太陽光発電所建設に

対して賛成反対に分かれている現状を

知る。 

②賛成・反対それぞれの立場の考え方に

ついて調べたり、想像したりする。 

③根羽村が脱炭素社会を実現するため

にメガソーラーシステムを建設すると

したら、賛成か反対か討論する。 

丸森町の太陽

光発電所建設

に対しての看

板の写真 

 

メガソーラー

システムの航

空写真 
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SDGs 未来都

市根羽村を目

指して私たち

が取り組むこ

と 

森林と人間が「共存」あ

るいは「共生」する未来

の根羽村のために、太陽

光発電に反対している

人たちに対してどのよ

うに説明すればいいか

考える。 

①根羽村が目指す脱炭素社会を実現さ

せるために、太陽光発電施設建設に反対

している人々に対して、どのような説明

が必要か、理解してもらうための説明を

考える。 

②お互いの発表を聞いて、内容の良さや

話し方の良さを見つける。 

iPad 
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プレゼンテー

ション 

SDGｓ未来都市根羽村

にある根羽学園生徒会

として、ＳＤＧｓに関わ

る新たな取り組みを考

え提案する。 

①今までの学習を活かして、根羽学園生

徒会としてＳＤＧｓに関わる新たな取

り組みを考える。 

②自分が考えた取り組みの良さをしっ

てもらうためにプレゼンテーションを

する。 

iPad 

 

 

7 本時案 

段階 学習活動 予想される生徒の姿 指導・評価 時間 

 

 

導

入 

 

 

1 宮城県丸森町が抱えて

いる問題を把握する。  

①丸森町について簡単な説

明を聞く。 

 

 

 

②太陽光発電施設建設に関

わっての看板をみる。 

・賛成の看板 

・反対の看板 

 

 

 

 

・根羽村と同じように森林に囲まれ

た自然豊かなところだな。 

・人口が減少しても持続可能な地域

作りをしているところも似ている

な。 

・やっぱり脱酸素社会を実現するた

めに丸森町も太陽光発電施設を作

ろうとしているんだ。 

・住民のみんなが賛成しているわけ

ではないんだな。 

・どうして反対するのだろう。 

・意見が 2 つに分かれていたら、脱

酸素社会が実現できないな。 

 

 

・8 月の研修で訪れた

丸森町で、太陽光発電

施設の建設を巡って

住民の意見が分かれ

ていることを説明す

る。 

 

「2 つの看板を見て、

どう思いますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

5分 

学習問題 脱炭素社会どのように実現させたら良いだろう。 
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2 もしも、自分が村長（役

場の職員）だったら、反対住

民にどのように説明し、理

解してもらうか、5 分間程度

の説明を考える。 

 

 

 

 

 

・反対している人の理由を、整理し

ておくのが大事だな。 

・反対している人の不安を取り除く

にはどんなことが必要かな。 

・太陽光発電の良さを伝えたらいい

と思う。 

・話の仕方も、反対している人の意

見も理解できるという言い方にし

た方がいいな。 

ペア①渚月と悠晟は、渚月が主導し

ながらも、悠晟の考えを取り入れな

がら説明を考えるだろう。反対住民

の理由に対する反論を考えて説明

するだろう。 

ペア②積志と親子留学生は初対面

だか、積志が積極的に声を掛けて学

習を進めるだろう。キーノートを使

い画像を効果的に使いながら説明

することを考えるだろう。太陽光発

電の良さを強調する説明をするだ

ろう。 

 

 

 

 

 

・考えを整理するため

の学習カードを配布

する。 

・二人一組で考えるよ

うに指示する。 

ペア 

①渚月・悠晟 

②積志・親子留学生 

・キーノート等で視覚

的なものを使って説

明しても良いことを

伝える。 

・説明する内容のメモ

や原稿を書かせる。 

 

 

 

 

 

20

分 

 3 それぞれのペアで考え

た反対住民への説明を発表

する。 

自分たちが考えた説明を堂々と発

表するだろう。 

お互いの説明の良さに気付きなが

ら聞くことができるだろう。 

①②お互いの説明の

内容や説明の仕方で

良かったところを認

め合わせる。 

生徒が発見した説明

の良さ板書に整理す

る。 

15 

分 

 4 学習の振り返り 

 脱酸素社会を実現させる

ためにどのような事が必要

かまとめよう。 

・相手の思いも理解し尊重しなが

ら、お互いに納得できる話し合いを

していくことが大事だと分かった。 

・相手の意見をすべて否定するので

はなく、良いところ課題となるとこ

ろを整理しながら話し合っていく

ことが大事だと分かった。 

・説明の仕方の良さ、

国語的に価値のあっ

た部分について言葉

で生徒に評価を返す。 

10

分 

学習課題 

根羽村が目指す脱炭素社会を実現させるために、太陽光発電施設建設に反対している人々に対して、

どのような説明が必要か、理解してもらうための説明を考えよう。 
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8．評価規準

に基づく本

時の評価方

法 

 

【知識及び技能】 

  賛成・反対という両極の意見ではなく、双方が歩み寄るような話し合いにより、

森を守る事と脱炭素社会の実現が両立できるということに気付くことができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

  太陽光発電の長所と短所を踏まえた上で、森林を守ることと脱炭素社会の実現を

両立するための方法や鍵になることを想像し、自分の考えを書くことができる。 

【学びに向かう人間性等】 

 進んで太陽光発電の長所や短所を調べたり、考えたりして、問いに対する答えを書

こうとしている。 

9. 学習方法

及び外部と

の連携 

・iPad を活用した調べ学習 

・メタモジ classroom を利用したグループ学習 

・賛成反対の立場に分かれた意見交換会 

10. 学 校 内

外で国際理

解教育・授業

実践を広め

る取組 

 

・校内教科研修会での実践授業参観 

・校内研修会 

・信州ＥＳＤコンソーシアム成果報告会での発表 

 

【自己評価】 

11. 苦労した点 国語としてつける力を明確にして授業を仕組

むこと。総合的な学習の時間や道徳のような授

業にならないよう、集めた情報をもとに自分と

違う考えを持っている相手に、どのように伝え

るかということを考えさせ、言葉や資料の選び

方、話し方など試行錯誤させるような授業にな

るように工夫した点。 

12. 改善点  

13. 成果が出た点 ①「共存」と「共生」という類義語を明確に区

別して使えるようになった。 

②自分と反対の意見を持っている相手に、自分

の考えを理解してもらうための説明の仕方を

工夫できるようになった。 

③根羽村が目指していこうとしていることを

理解し、ＳＤＧsに関わって特に環境との共生

に関する課題を、自分事として考えられるよう

になった。 

14. 学びの軌跡（児童生徒の反応、感想文、作文、ノ

ートなど） 
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単元の展開 第 3 時 

 3 人の生徒全員が「森林と人間は共生する」と

表現する方が相応しいという結論にいたった。生

徒は共生という言葉の意味を明確に理解し、お互

い良い部分を使い合っていける関係やお互いを

大事にし、ともに成長していく関係という具体的

な状態を挙げて説明することができた。 
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単元の展開 第６時 

学習課題 

「根羽村が目指す脱炭素社会を実現さ

せるために、太陽光発電施設建設に反

対している人々に対して、どのような

説明が必要か、理解してもらうための

説明を考えよう。」 

 

学
習
の
振
り
返
り 

「
正
反
対
の
意
見
を
も
っ
て
い
る
人
に
説
明
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
い

い
と
思
い
ま
し
た
か
。」
と
い
う
振
り
返
り
に
対
す
る
生
徒
の
記
述 
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単元展開６・７時間目 

「 SDGｓ未来都市根羽村にある根羽学園生徒会として、ＳＤＧｓに関わる新たな取り組みを考え提

案する。」 

生徒が作成したプレゼンテーションの資料 ＵＲＬ参照 

https://drive.google.com/file/d/1aLGd7bHtNuZJ3kFkx_5f-2SC0sSZYPAX/view?usp=share_link 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

SDGs を題材とした単元の振り返りの

生徒の感想から成果と課題 

○SDGs を自分事と考え、より身近なも

のを考えられるようになった。 

○プレゼンテーションの学習として、

話す内容や話し方について深く考え

る。 

▲単元の展開に世界の人々とともに生

きていく、地球の環境をよくしていく

という視点の学習活動もいれられると

よかった。 

 

https://drive.google.com/file/d/1aLGd7bHtNuZJ3kFkx_5f-2SC0sSZYPAX/view?usp=share_link
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15. 授業者による自由記述 8月には、多文化共生ということをテーマに多

くのことを研修させていただいた。その中で学

んだことを活かして行った授業は①「共生」と

「共存」という言葉を比較し、違いを明確にし

て使うことができる論理的な思考力を高める

ための学習活動と、②様々な背景や文化をもつ

人たちと「共生する」ためには、どのように対

話していくことが必要かという論理的思考力

を高める学習活動である。SDGs の研修を活か

して行われる授業実践は、社会や学級活動、総

合的な学習の時間などが多い中、「国語の目標

（つける力）」を見失うことなく授業を構想す

るのはなかなか難しかった。今回は初めての実

践で教師主導の部分も多々あったので、これを

さらにバージョンアップさせ子どもたちが主

体的に追究でき、協同的・対話的深い学びにな

るような授業づくりをしていきたい。 

 

使用した教科書・単元名：光村「モアイは語るー地球の未来」「魅力的に伝える～プレゼンテーション～」 

参考資料： 

丸森町の太陽光発電所建設に対しての看板の写真 

メガソーラーシステムの航空写真 

YouTube「KBH東日本ニュース」 

宮城・丸森町の大規模太陽光発電所計画 住民が環境への悪影響を懸念（20210707OA) 

 

JICA ホームページに掲載しています。 是非ご覧ください！ 

https://www.jica.go.jp/tokyo/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/index.html 

 


